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はじめに 

 
 出張所は、日々の区民生活にとって基本的な行政サービスを担当する、地域

の身近な窓口です。昭和５９年に１７番目の出張所として光が丘出張所が開設

されて以来、これまで練馬区役所本庁舎や石神井庁舎も含めた１７の出張所が、

基本的に同じ内容の事務を取り扱い、区民サービスを提供してきました。しか

し、時代の変化に伴い、利用状況や区民要望が移り変わる中で、これからの出

張所は、これまで以上に効率的で効果的な出張所サービスの提供を目指し、コ

ミュニティ機能も含め、運営を見直すことが求められています。 
 この「出張所のサービス向上と事務の効率化実施計画」は、このような認識

により、昨年９月にまとめた「出張所のサービス向上と事務の効率化基本方針」

をもとに、区民意見反映制度や新長期計画策定に向けた「区民と区長の集い」

などで寄せられた区民の方々からのご意見、区議会からのご意見などを踏まえ

てまとめたものです。 
 区では、この実施計画を基本に、出張所のサービス向上と事務の効率化に向

けた具体的な取り組みを進めていく予定です。 
 区民の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 
 
 
 

           平成 18年（2006年）1月 
 

練馬区長  志村　豊志郎 
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１ この実施計画の位置づけについて 

（１） 区の全体計画との関係は 
 区は、平成１５年１２月、区民の皆さまと協働して新しい地域経営を進めて行く際の

指針とするため、「新行政改革プラン」を策定しました。 
その中で、効率的で質の高い行政経営の推進を目的として「区立施設の適正配

置・再編方針の策定」を挙げました。これを受け、区は、平成１７年４月、区民の皆さま

や区議会のご意見も踏まえ、「施設の適正配置・再編方針」を策定しました。 

この中で「出張所の見直し」ついては、「現在の出張所機能を、窓口サービス機能

とコミュニィティ支援機能とに分けて見直し、新たな事務所やサービス拠点、活動拠点

として再編するとともに、自動交付機の導入など機能拡充を図ります」との方向付けを

行い、併設する区民館については、「地域の集会施設として位置付けることを基

本に地域コミュニィティ施設の拡充を図ると共に、区民館・地区区民館・地域集会所

の間でそれぞれ異なる利用方法、名称などの変更・統一を検討します」との方

向付けを行いました。 
 さらに、「出張所のサービス向上と事務の効率化実施計画」は、平成１８～２

２年度を計画期間とした「新長期計画」の計画事業の一つにも位置づけ、推進

していきます。 

（２） 「出張所のサービス向上と事務の効率化基本方針」との関係は 
 この「出張所のサービス向上と事務の効率化実施計画」（以下、「計画」）は、

上述の上位計画・方針を受けて先にまとめた「出張所のサービス向上と事務の

効率化基本方針」を踏まえ、実施に向けた具体的な計画として策定したものです。 

（３） 区民意見等の募集は 
この「計画」は、区民の皆さまからのご意見等を踏まえて、昨年９月にまと

めた「出張所のサービス向上と事務の効率化基本方針」をもとに策定した「同

実施計画(案)」に対して、区議会のご意見はもとより、再度区民の皆さまから、

①約一ヶ月間の区民意見反映制度での意見募集、②新長期計画をテーマとして

４回開催した区民と区長の集い、③ご意見が特に多く寄せられた地域での個別

説明会、④町会連合会や青少年育成地区委員会会長会に対する説明会を通じて

ご意見をいただき、計画化したものです。 
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＊ 各集いや説明会への参加者数等は８ページ、お寄せいただいた意見の要旨

とそれに対する区の考え方は２４～４１ページをご参照ください。 
２ 出張所、区民館の見直しが区政の課題となっている理由 

（１） 時代の変化に対応したサービスの提供が求められています 
  今日、区民のライフスタイルが多様化する一方、人口の高齢化が進んでいま

す。こうした動きに伴い、区が求められる身近な場所でのサービス提供のあり

方も変化しています。区政モニターアンケート調査（資料２０ページ参照）や

実施計画（案）に対する区民意見（資料２４～４１ページ参照）では、出張所

に対し、取扱時間の拡充、自動交付機の導入、取扱業務の増加などの要望が多

く寄せられています。さらに、区民館では、介護予防など高齢者福祉分野の新

しい方向を受けた対応の検討なども、課題となっています。  

（２） 地域施設をコミュ二ティづくりの場としてより一層活用することが求められてい 
ます 

 地域施設は、区民の趣味や学習、生きがい活動などの活動場所として利用さ

れています。また、その管理運営を地域の住民が担うことにより地域のコミュ

ニティ形成の促進が図られています。 
しかし、地域施設の中でも、地区区民館、地域集会所、区民館では、その利

用方法や管理方法などに違いがあり、区民から見て分かりにくいものとなって

います。 

他方、地域のさまざまな課題にこれまで以上に自主的・主体的に取り組んで

いる地域住民の活動が活発になっています。区は、地域施設がこうした活動の

場としてさらに活発に活用されることを目指し、地域住民による施設管理を基

本に、地域の住民がより使いやすい施設となるよう必要な改善を図っていくこ

とが課題となっています。（区民館別利用率 資料２３ページ参照） 
（３） 利用状況の変化に対応した事務運営が求められています 

 現在の１７出張所は、住民記録や印鑑登録の電算化が図られていない時代に

各地域に配置されました。その後、事務の電算化などが進み、これらの事務は、

区内のどこの出張所からでも区内全域分の利用が可能になりました。その結果、

例えば引越しで新しく区民となる際に必要な「転入届」などの住民基本台帳や
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印鑑登録の届出事務は、区役所本庁舎内にある区民第一係などへの集中化が進

み、出張所間で最大３５倍もの差（資料９ページ参照）になっています。また、

届出事務を行うため１年以内に二度以上出張所に来所する方は、出張所来所者

の内で百人に一人程度（資料１１ページ参照）です。こうした状況の変化に対

応したサービス提供のあり方の見直しが求められています。 
一方、出張所来所者要件の６５％（資料１０ページ参照）を占めている住民

票、印鑑証明などの証明書交付事務では、その多くの事務について自動交付機

による発行サービスが２３区の半数近くの区ですでに取り組まれ、証明書発行

の際の待ち時間の短縮や休日・夜間の対応、事務の効率化などに大きな効果を

発揮しています。区民からご要望の多い駅など区立施設以外の場所への設置も

含め、練馬区にとってもその早期導入が課題となっています。 

（４） 区の厳しい財政状況の下、より効率的な事業運営が求められています 
 本区の財政は、簡単に減らすことの出来ない人件費（職員の給料など）・公債

費（区の借金の返済経費）・扶助費（区民に対する直接的な福祉援助に用いる経

費）などの義務的な経費は、安定的に得られる収入に比べ高い割合で推移して

おり、財政硬直化の傾向は自治体財政にとって望ましいとされる水準（経常収

支比率７０～８０％）より悪い状況（経常収支比率８３％）です。今後の高齢

社会の進展に伴う介護保険や老人医療などへの支出の増大や、小・中学校を始

めとした区立施設の改修・改築経費の急増などを考えますと、区の財政運営は

一層厳しさを増すことが予想されます。こうした中で、区が持続可能な区政運

営を進めていくためには、区の全ての仕事を対象に、事業運営の効率性向上を

今以上に進める必要があります。 
出張所は現在、区役所など１７か所の窓口において、１９１名の職員（常勤

職員定数―資料９ページ参照）が住民記録などの区民生活にとって基本的なサ

ービスを提供しています。こうしたサービスを、現在の利用状況を踏まえ、区

民から強く求められている効率的な提供体制の中で実施できるよう改革してい

くことが、今日の出張所の課題です。 

３ 出張所の見直しの内容 
「施設の適正配置・再編方針」を踏まえた出張所の見直しは、区民の皆さまの出張
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所利用の状況と出張所に対するご要望(資料２０～２２ページ参照)を踏まえ、サービ

ス向上を図りつつ、そのためにも必要な事務の効率化も推進する視点から、施

設数の再編ではなく機能別の再編を基本に、以下のように進めます。 

（１） 全出張所に自動交付機を配備し、サービス向上を進めます 
区民の皆さんからも要望の多いのが証明書の自動交付機導入です。交付機の

導入により、待ち時間の短縮や発行時間の拡大、事務の効率化などが期待でき

ます。そこで、自動交付機の導入は、サービス向上に不可欠なものであるとの

認識から、機能別の再編に先がけて平成１８年１０月を目途に全出張所に導入

します。また、区民の皆さまからご要望の多い取扱日の拡大や時間の延長につ

きましても、条件の整備に努め、平成１９年４月には、全ての出張所で自動交

付機による平日夜間における取扱時間の延長と、年末年始を除く土・日・祝日

の発行を実施します。また、導入に際しては、個人情報の保護、管理に万全を

尽くすとともに、自動交付機利用時の手数料の引き下げを行い、自動交付機利

用の促進を図ることにより証明書発行サービスの効率化を目指します。さらに、

先行導入した自動交付機の利用状況を参考に、他の区立施設や駅など区民の皆

さんが立ち寄りやすい場所への配備については、平成２０年２月から順次拡大

していきます。  

なお、自動交付機による証明書発行サービスの実施については、平成１８年

１０月の開始時には、最も利用の多い住民票と印鑑証明書を対象に取り扱い、

住民記録システムの改修（平成２０年度中終了目途）などの条件整備に努めな

がら、税証明や戸籍謄抄本などの証明書にも順次拡大を図ります。 

（２） 証明書発行など多くのサービスは引き続き全出張所で提供します 
 来所要件（処理件数からの推計）の６５％（資料１０ページ参照）を占め、

現行の出張所業務の中心となっている住民票や印鑑証明書、戸籍謄抄本、税証

明などの証明書発行サービスは、生活の節目節目で適宜必要となるものです。

また、来所要件の１３％（資料１０ページ参照）を占める区税や国民健康保険

料の収納サービスも同様に適宜必要となるものです。そこで、これらのサービ

スについては、現在の利用状況を踏まえ、引き続きこれまでどおり１７か所の

全出張所で提供していきます。 
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 なお、自動交付機導入後も、交付機の利用をご希望されない方などに対して

は、引き続き窓口で証明書発行を行います。 
（３） 届出事務（＊）は４つの拠点に集約化し、行政のスリム化を図ります 

転入届などの各種の届出事務は、区民お一人お一人ごとに見ますと、極めて

利用頻度が低い（届出事務のために一年以内に二度以上出張所に来所者する方

は来所者全体の１．３％―資料１１ページ参照）状況にあります。さらに届出

事務は、事務の電算化による管轄区域の解消に伴い、どこの出張所からでも可

能となったことに加え、入力作業などに時間を要するため、集中した取り扱い

により事務の効率化を図ることもできます。そこで、事務の効率化を進め行政

のスリム化を図る見地から、届出事務（＊）については、平成２０年２月を目

途に取扱窓口を練馬区役所本庁舎、石神井庁舎、光が丘出張所、大泉東出張所

の４つの拠点に集約化し実施する方式へと変更します。また、事務処理全般に

ついても、電算入力作業に民間委託を導入するなど、事務の効率化の向上に努

めます。 
なお、こうした事務の効率化により生まれる運営経費削減に伴う財政効果額

は、平成２０年度以降には、区民サービス向上のための自動交付機関係経費の

増を見込んでも、年間１億円程度になると試算しています。 

＊ 対象となる届出事務  
①転入・転居・転出届 ②世帯変更届 ③印鑑登録 ④国民健康保険（加

入・脱退）に関する手続き ⑤国民年金（加入）に関する手続き ⑥転入

学に関する手続き 

（４） 出張所を機能別に再編し、開庁日や取り扱い時間を拡充します 
以上の対応により、現在の１７ある出張所を、平成２０年２月を目途に現行

の全ての事務を行う区民第一係(区役所本庁舎内)、区民第二係（石神井庁舎内）、

光が丘出張所、大泉東出張所の４つの基幹出張所と、届出事務以外のサービス

を担当する１３の一般出張所に、整理・再編します。 
なお、基幹出張所の配置は、①転入時などに必要となる福祉サービスの届出

窓口との関係 ②現行の事務取扱件数 ③窓口機能再編後の取り扱い見込み件

数などに配慮するとともに、事務の効率化効果や一定の施設改修での対応の可
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否など、行政改革効果についても十分発揮されることを総合的に検討した結果、

上記の４か所とするものです 
また、一般出張所については、一部の事務処理がなくなることを補完するた

め、書類のお預かりによる取次ぎ事務の実施やテレビ電話などのＩＴ機器を活

用した相談体制の充実が図られるよう、平成２０年２月の機能別の再編に向け

て検討を進めます。 
さらに、今回の見直しの中では、特に区民の皆さまからご要望の多かった、

仕事を休まなくても住民異動の届出が可能となる月一回の土曜日の開庁や平日

の時間延長などを、４つの基幹出張所で実施します。また、１３ある一般出張

所では、自動交付機による取り扱い日の拡大や時間の延長に取り組みます。 
４ 区民館は地域集会所に位置づけ、より使いやすい施設としていきます 

 １０か所ある出張所に併設されている「区民館」は、「地域集会所」と同じよ

うに区民の集会利用を主な目的として設置された施設ですが、運営方法や利用

方法が両施設では異なるなど、地域の集会施設として統一のとれたものとはな

っていません。 

そこで、「区民館」については、名称を施設が地域の集会施設としての機能を

担っていることから「地域集会所」に変更し、現行の「地域集会所」と同様に、

地域の住民が主体となった団体による管理運営を確立していくとともに、利用

する団体の登録制や地域団体の優先的な施設利用の導入を推進していきます。

また、現行の「地域集会所」については、利用団体の拡大を、各施設の管理運

営委員会と協議していきます。 

さらに、今後の「地域集会所」が、地域の集会施設として利用されるだけで

なく、地域のさまざまな拠点となるよう、区政情報や地域情報の提供場所とし

ての活用や福祉サービスの提供場所としての活用など、新しい活用方法につい

て、検討、推進していきます。 

なお、区民館や地域集会所と同様に、区民の集会施設として利用されている

地区区民館については、児童館機能や敬老館機能を備えた施設であり、地域の

住民が主体的に運営しています。今後、より一層、地域の住民が中心となった

運営を進めていきます。 
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 ５ 青少年育成地区委員会は、現行の１７地区で、運営体制の明確化を図ります 

青少年育成地区委員会は、現行の１７地区での運営を継続するとともに、その活動

場所および事務スペースは、出張所の見直し後も現行通りの出張所施設等を活用し

ます。 

また、青少年行政の一貫性と安定性を確保するため、事務局を青少年行政所管組

織に移行し、移行後も引き続き青少年育成地区委員会の運営が円滑に行えるよう、

各青少年育成地区委員会に区として適切な人員を配置する予定です。 

事務に必要な備品等についても配備します。 

 

６ 実施計画策定後のスケジュール 

 

 項    目 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

 

実施計画策定 

        

 

自動交付機導入 

 

 

 

 

 

 

      

出張所サービス

の新体制による

運営の開始 

        

区民館と青少年育成

地区委員会の新体制

による運営の開始 

        

 

  平成 17 年 12 月                        平成 20 年 4 月 

平成 18 年 10 月               平成 20 年 2 月 

 

 

策定 

平成１８年１０月 自動交付機稼動 全出張所 
開発 

平成 20 年 2 月 運営開始 

平成 20 年４月 運営開始 

工事 設計 

 準備 

平成 19 年 4 月 夜間休日稼動 全出張所 
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７ 区民意見募集の概要 

 実施計画（案）に対する区民意見募集の概要は以下のとおりです。（ご意見の

具体的な内容とそれに対する区の考え方は２４ページ以降を参照） 

 

  項      目 期   日      意見提出者数等 

区 民 意 見 反 映 制 度 

（郵送、電話、メール等） 

10 月 21 日～ 

  11月 19日

（計 30 日間）

・郵送  ３人、 ・ファクス ０人、 

・メール ３人、 ・電話   ３人、 

・その他 ９人      計 18 人 

区 民 と 区 長 の 集 い 

（新長期計画素案） 

 

 計 4 回開催 

 

計 444 人参加 

関区民ホール 11 月 11 日 86 人参加 

勤労福祉会館 11 月 13 日 95 人参加 

本庁多目的会議室 11 月 15 日 168 人参加 

 

光が丘区民ホール 11 月 17 日 95 人参加 

個 別 説 明 会 計 5 回開催 計 137 人、35 町会参加  

練馬区町会連合会  11 月 7 日 35 町会参加 

青少年育成地区委員会会長会  11 月 14 日 51 人参加 

関区民ホール 

 

 11 月 25 日 

 12 月 4 日 

48 人参加 

19 人参加 

 

上石神井区民館  12 月 3 日 19 人参加 

 

（資料編 出張所の現状） 

（１）出張所別の窓口での主な届出・証明事務の取り扱い件数 

（２）出張所の担当事務と事務件数ごとの構成比 
（３）出張所利用状況調査結果（平成１７年５月アンケートにより調査） 

（４）モニターアンケート報告書（「練馬区の出張所について」の抜粋） 
（５）区民館別利用率 
（６）「実施計画（案）」区民意見募集結果 



住基事務 印鑑事務 住基事務 印鑑事務 戸籍・外国人 税務事務

転入届 印鑑登録 住民票 印鑑証明書 戸籍謄抄本 課納税証明書

転居届
記載事項証明
書

戸籍附票

転出届 不在住証明書 身分証明書

世帯変更届 不在籍証明書

1
区民第一係

(練馬） 30,215 12,719 76,770 38,860 　※　　　　0 12,559 171,123 30

2
区民第二係
(石神井） 8,928 5,564 31,299 23,617 450 　※　　　　0 69,858 17

3 桜台 4,078 3,190 16,215 13,279 3,225 2,173 42,160 13

4 第二 3,919 2,640 15,215 13,074 3,147 4,724 42,719 11

5 第三 2,498 1,785 8,325 8,231 1,896 2,031 24,766 11

6 第四 1,877 1,580 13,473 8,506 2,352 2,570 30,358 8

7 第五 945 978 6,732 6,851 1,710 1,640 18,856 6

8 第六 789 448 4,560 1,880 755 791 9,223 5

9 第七 1,948 1,498 9,314 7,330 1,882 2,636 24,608 9

10 第八 3,197 1,161 7,393 4,085 1,594 2,003 19,433 6

11 光が丘 4,237 3,230 22,001 14,028 4,042 9,899 57,437 13

12 谷原 2,364 1,949 12,043 10,312 2,735 4,046 33,449 9

13 関 5,085 3,197 11,050 14,298 3,600 5,290 42,520 12

14 上石神井 4,195 2,039 12,438 8,515 2,587 3,854 33,628 10

15 大泉東 3,581 2,342 14,556 10,705 3,271 4,092 38,547 11

16 大泉西 2,142 1,770 9,983 9,878 2,581 2,846 29,200 9

17 大泉北 2,407 2,195 12,932 12,947 3,566 3,249 37,296 11

82,405 48,285 284,299 206,396 39,393 64,403 725,181 191

※　当該事務は同庁舎内の別係で取扱っています。

出張所別の窓口での主な届出・証明事務の取り扱い件数（平成１６年度実績）

出張所名

合　計

届出事務(件） 証明事務（件）

印鑑登録証
明書（外国
人）

外国人登録原
票記載事項証
明書

合計

常
勤
職
員
定
数

（
人

）

（単位　：　件、人）
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　　　平成１６年度実績

件　数 割合（％） 種別

５５．０％

（６５．０％）

１４．９％

（１７．５％）

１１．０％

（１２．９％）

その他 41,960 4.0
21 120 0.0
22 住基カード交付申請 1,635 0.2
23 保養施設利用申請 3,218 0.3
24 母子手帳の交付 6,032 0.6
25 臨時運行許可 3,014 0.3
26 募金 55 0.0
27 区民館利用申請等 10,757 1.0 ４．０％
28 区民館回数券の販売 6,694 0.6
29 住基カード交付処理 1,687 0.2 （４．６％）
30 各種納付書再発行 8,748 0.8

内部事務 163,407 15.1
31 住民票郵送処理 111,561 10.2
32 住基内部事務（職権処理等） 51,846 4.9 １５．１％

※（　　）内は、内部事務件数を除いた場合の割合

1.5

1.1

0.2

2.4

0.1

3.8

0.4

4.4

0.1

7.3

0.3

4.4

19.0

3.4

6.0

0.3

24.5

1.5

0.2

0.0

864

3,878

47,551

25,816

48,285

15,973

11,359

1,894

2,874

1,069

79,593

2,812

18

19

20

265,714

16,495

2,090

314

206,396

36,519

64,403

14

15

16

17

10

11

12

13

蓄犬登録

1

2

3

4

5

6

7

8

9

印鑑登録

国民健康保険に関する手続き

国民年金に関する手続き

転入学通知書・新1年生届書

内
部

証
明
事
務

住民票の写しの交付

記載事項証明書の交付

その他証明（不在住証明書）

広域交付住民票の交付

個別閲覧

住民税の納付

印鑑証明書の交付

戸籍謄本・抄本（附票など含む）の交付

出張所の担当事務と事務件数ごとの構成比

件　　数

届
出

取　扱　事　務番号

区民税の納・課税証明書（非課税含む）の交付

外国人記載事項証明・印鑑証明の交付

住居表示証明書の交付

転入・転居・転出届

世帯変更届

納
付

そ
の
他

合　　　　計 1,080,809 100 １００％

軽自動車税の納付

国民健康保険料の納付

介護保険料の納付

41,543
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　　・対象者　⇒　出張所等に来所されたお客様（区民）に無作為に依頼
　　・実施期間　⇒　平成17年5月16日（月）　～　平成17年5月２０日（金）　
　　・実施場所　⇒　区民第一係（本庁舎）、光が丘出張所、上石神井出張所
　　・アンケート総数（有効分）　⇒　３１３件
　　・アンケートの内容（主項目）　⇒　①今回の用件、②前回の用件、③前回と今回までの期間

１　今回の用件が「証明書」の取得、前回の用件も「証明書」の取得の場合の件数（１９７件）

　　１９７件のデータの内容（前回と今回までの期間）の割合を示しています。

2  今回の用件が「届出」、前回の要件も「届出」　の場合の件数（３１件）

　　　３１件のデータの内容（前回と今回までの期間）の割合を示しています。

出張所利用状況調査結果（平成17年5月　アンケートにより調査）

前回の来所から今回の来所までの期間

　初めての来所　(３８件）
　　　　　　　　　　　１９．３％

　1年以上　（７０件）
　　　　３５．５％

　　1年以内　(２０件）
　　　　　１０．２％

　　半年以内　（２４件）
　　　　　　１２．２％

　３ヶ月以内　(１８件）
　　　　　９．１％

　１ヶ月以内　（２７件）
　　　　１３．７％

　初めての来所（２０件）
　　　　　６４．６％

　1年以上　（７件）
　　　　２２．６％

　　　　1年以内　（４件）
　　　　　　１２．８％

1年以内の再届出
者（４件）は、来
所者全体（３１３
件）の
　
　　　１．３％
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モニターアンケート報告書 
          平成１６年度(２００４年度) 

練馬区の出張所について（抜粋） 

    「★」について抜粋しています。 

 
Ⅰ 調査の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・★ 

Ⅱ 質問事項と調査結果 

１ 出張所について 

（１） 認知度について・・・・・・・・・・・・ 

（２） 利用の有無について・・・・・・・・・・ 

（３） 利用した理由について・・・・・・・・・★ 

（４） 利用した出張所について・・・・・・・・ 

（５） 交通手段について・・・・・・・・・・・ 

（６） 用件について・・・・・・・・・・・・・★ 

（７） 利用したことがない理由について・・・・ 

（８） 知らなかった理由について・・・・・・・ 

２ 自動交付機について 

（１） 設置場所について・・・・・・・・・・・★ 

（２） 利用の意思について・・・・・・・・・・★ 

（３） 利用しようと思わない理由について・・・ 

３ 出張所に期待するサービスについて・・・・・・・★（一部抜粋） 

４ 出張所の再編について・・・・・・・・・・・・・★（一部抜粋） 

５ 自由意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

平成 16 年（２００４年） 9 月
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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的   練馬区では、区民サービスの一層の向上と行政のスリム化

を目指して、現在、出張所のあり方について検討を行ってい

ます。そこで、区政モニターに意見を聞き、今後の施策に反

映していくことを目的として調査を行いました。 

 

２ 調査期間   平成１６年９月３日～９月１７日 

 

３ 調査対象   区政モニター ２９５人 

 

４ 調査設問数  １２問（フェイスシートの３問を含む） 

 

５ 調査方法   郵送法 

 

６ 回答状況   送付数  ２９５ 

         回答数  ２４３ 

         回答率  ８２．４％ 

 

 【回答者内訳】 

 

 

 

 

 

 

 回答者数 

総 数 ２４３ 

男 １１６ 

女 １２７ 
性 

別 

未記入 ０ 

２０歳代 ２４ 

３０歳代 ６３ 

４０歳代 ３５ 

５０歳代 ４２ 

６０歳代 ５１ 

７０歳代 ２８ 

年 
 

 
 

 
 

代 

未記入 ０ 

居住年数 回答者数 

1 年未満    ０ 

１～５年未満 ２８ 

５～１０年未満 ３９ 

１０～２０年未満 ４０ 

２０年以上 １３６ 

 

 

７ 集計方法の見方について  集計結果は百分率（選択肢回答数／回答者数 単位:%） 

              で表示し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。 

               そのため、合計が１００％にならないものがあります。 
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（３）利用した理由について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問３ 問２で「１ ある」と回答した方に、最近、出張所をご利用いただい

た際のことをお尋ねします。 

 

（ア） 出張所を利用した理由は何ですか。あてはまるものを１つ選んでく

ださい。 

 

１ 自宅から近いから            １８３人（83.9％）

２ 交通の便が良いから             ５人（2.3％） 

３ 買い物などで、よく行くところの近くだから １３人（6.0％） 

４ その他                  １７人（7.8％） 

 
 ＊ 括弧内は問 2 で「ある」と回答した 218 名に対する割合 

◇ 出張所を利用した理由については、約 84％の人が「自宅から近いから」と

答えています。 

  その他としては、「近くに用事があったから」「区役所より近いから」「併設

施設を利用しているから」などが挙げられています。 

＊ なお、このほかに、出張所を利用したことがない人による回答が 1 件あり

ました。 

 

  男性 女性 合計 

自宅から近いから 91 92 183 83.9% 

交通の便がよいから 4 1 5 2.3% 

買い物などでよく行くから 4 9 13 6.0% 

その他 6 11 17 7.8% 

出張所を利用した理由は何ですか

自宅から近い
から 83.9%

交通の便がよ
いから 2.3%

その他 7.8%

買い物などでよ
く行くから 6.0%
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（６）用件について  「重複回答」のため、合計が１００％を超えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 出張所を

も高く、以

が約 41％

  

住民票 

印鑑証明

納課税証

戸籍謄本

転入届、

印鑑登録

国民健康

国民年金

住民税の

国民健康

介護保険

その他 

無回答 

（エ） 出

のをす

 

１ 住民

の証

２ 印鑑

３ 課税

証明

４ 戸籍

５ 引越

６ 印鑑

７ 国民

８ 国民

９ 住民

１０ 国民

１１ 介護

１２ その

    無回

 ＊ 括弧内
 
張所をご利用いただいた際のご用件は何ですか。あてはまるも

べて選んでください。なお、回答後は問６へ進んでください。

票の写しの交付（年金などの現況届 

明を含む）             １６７人（76.6％）

証明書の交付            １３６人（62.4％）

証明書（非課税証明書を含む）・納税 

書の交付               ５０人（22.9％）

謄本・抄本の交付           ９０人（41.3％）

しに伴う転入届、転居届などの手続   ５３人（24.3％）

登録の手続              ６１人（28.0％）

健康保険に関する手続         ２８人（12.8％）

年金に関する手続           ２３人（10.6％）

税の納付               １６人（7.3％） 

健康保険料の納付           １１人（5.0％） 

保険料の納付              ４人（1.8％） 

他                  １９人（8.7％） 

答                   ６人（2.8%） 
利用した用件については、「住民票の写しの交付」が約 77％と最

下、「印鑑証明書の交付」が約 62％、「戸籍謄本・抄本の交付」

と続きます。 

男性 女性 合計 

83 84 167 76.6% 

書 68 68 136 62.4% 

明書 24 26 50 22.9% 

・抄本 35 55 90 41.3% 

転居届 23 30 53 24.3% 

 27 34 61 28.0% 

保険の手続 14 14 28 12.8% 

の手続 9 14 23 10.6% 

納付 7 9 16 7.3% 

保険料の納付 3 8 11 5.0% 

料の納付 2 2 4 1.8% 

8 11 19 8.7% 

3 3 6 2.8% 

は問 2 で「ある」と回答した 218 名に対する割合 

- 15 - 



ご用件は何ですか

76.6%

62.4%

22.9%

41.3%

24.3%

28.0%

12.8%

10.6%

7.3%

5.0%

1.8%

8.7%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

住民票

印鑑証明書

納課税証明書

戸籍謄本・抄本

転入届、転居届

印鑑登録

国民健康保険の手続

国民年金の手続

住民税の納付

国民健康保険料の納付

介護保険料の納付

その他

無回答
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２ 自動交付機について 

（１）設置場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇

 

 
問６ 自動交付機についてお尋ねします。 

 

いくつかの区市町村では、住民票の写しや印鑑証明書などを発行でき

る自動交付機（銀行の自動支払機のようなもの）を導入して、待ち時間

の短縮を図るとともに、時間外でも住民票の写しなどの交付が受けられ

るところがあります。また、利用には、専用のカード（銀行のキャッシ

ュカードのようなもの）が必要となります。 

そこで、練馬区でも自動交付機が導入され、利用を希望する方には、

専用のカードが交付されるとともに、早朝や夜間などでも自動交付機で

住民票の写しなどの交付が受けられるようになったものと想定して、つ

ぎの問いにお答えください。 

 

（ア） 自動交付機は、どんな場所に置いた方が良いと思われますか。あて

はまるものを３つまで選んでください。 

１ 駅                  １２４人（51.0％） 

２ 身近な商店街の中の便利なところ     ５８人（23.9％） 

３ コンビニ               １２３人（50.6％） 

４ 出張所                １３６人（56.0％） 

５ 区立施設（図書館、公民館、体育館など）１００人（41.2％） 

６ その他                 １７人（7.0％） 

  無回答                  3 人（1.2％） 
  

 自動交付機の設置場所については、「出張所」が約 56％と最も高く、以下、

「駅」「コンビニ」が約 51％、「区立施設（図書館など）」が約 41％と続き

ます。 

 その他としては、「郵便局」「スーパー」「銀行」などが挙げられています。 
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  男性 女性 合計 

駅 61 63 124 51.0% 

商店街 23 35 58 23.9% 

コンビニ 59 64 123 50.6% 

出張所 68 68 136 56.0% 

区立施設（図書館など） 47 53 100 41.2% 

その他 7 10 17 7.0% 

無回答 0 3 3 1.2% 

 

自動交付機はどんな場所に置いたら良いと思いますか

51.0%

23.9%

50.6%

56.0%

41.2%

7.0%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

駅

商店街

コンビニ

出張所

区立施設（図書館など）

その他

無回答

 

 

（２）利用の意思について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（イ） 住民票の写しや印鑑証明書が必要となったときは、自動交付機を 

利用しようと思いますか。 

 

１ 利用しようと思う   

⇒ 問７へ進んでください。       １９６人（80.7％）

２ 利用しようとは思わない          ４５人（18.5％）

    無回答                   ２人（0.8％） 
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◇ 自動交付機の利用の意思については、約 81％の人が「利用しようと思う」

と答えています。 

  年代別に見ると、「利用しようと思う」と答えた人の割合は 20 代、50 代

では 8 割以上、30 代、40 代では 9 割以上であるのに対し、60 代では 6

割程度、70 代では５割程度にとどまっています。 

 

  男性 女性 合計 

利用しようと思う 98 98 196 80.7% 

利用しようとは思わない 18 27 45 18.5% 

無回答 0 2 2 0.8% 

自動交付機を利用しようと思いますか

無回答 0.8%

利用しようとは
思わない 18.5%

利用しようと思
う 80.7%

 

年代別

87.5%

98.4%

91.4%

81.0%

62.7%

53.6%

12.5%

8.6%

16.7%

35.3%

46.4%

1.6%

0.0%

2.0%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代

利用しようと思う 利用しようとは思わない 無回答
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３ 出張所に期待するサービスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇

 

 

 

 
 
 

 
問７ 今後、出張所に期待するサービスは何ですか。あてはまるものを２つ

まで選んでください。なお、「１ 取扱業務を増やしてほしい」を選択

されなかった方は、回答後、問９へ進んでください。 

 

 １ 取扱業務を増やしてほしい          ８２人（33.7％）

 ２ 窓口時間を広げてほしい          １３０人（53.5％）

 ３ 待ち時間を短くしてほしい          ２８人（11.5％）

 ４ 職員の対応をもっと丁寧にしてほしい     ２９人（11.9％）

 ５ 住民票や印鑑証明書などの自動交付機 

を導入してほしい              ９９人（40.7％）

 ６ その他                   １５人（6.2％） 

   無回答                    ６人（2.5％） 
 

 出張所に期待するサービスについては、「窓口時間を広げてほしい」が約

54％と最も高く、以下、「自動交付機を導入してほしい」が約 41％、「取扱

業務を増やしてほしい」が約 34％と続きます。 

 その他としては、「案内を分かりやすくしてほしい」「今のままでよい」な

どが挙げられています。 

  男性 女性 合計 

取扱業務を増やしてほしい 32 50 82 33.7% 

窓口時間を広げてほしい 73 57 130 53.5% 

待ち時間を短くしてほしい 18 10 28 11.5% 

対応をもっと丁寧にしてほしい 10 19 29 11.9% 

自動交付機を導入してほしい 54 45 99 40.7% 

その他 5 10 15 6.2% 

無回答 2 4 6 2.5% 
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今後出張所に期待するサービスは何ですか

33.7%

53.5%

40.7%

6.2%

2.5%

11.9%

11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

取扱業務を増やしてほしい

窓口時間を広げてほしい

待ち時間を短くしてほしい

対応をもっと丁寧にしてほしい

自動交付機を導入してほしい

その他

無回答
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４ 出張所の再編について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問９ 現在、練馬区では、出張所の再編を検討しております。そこで、つ

ぎの問いにお答えください。 

 

（ア） 現在ある練馬区の出張所（17 ヶ所）の数について、どう思われま

すか。 

 

１ 減らした方がよい             ３９人（16.0％）

２ 今のままでよい      

⇒ 問１０へ進んでください。      １７６人（72.4％）

３ もっと増やした方がよい  

⇒ 問１０へ進んでください。       ２２人（9.1％） 

    無回答                   6 人（2.5％） 

 
 

◇ 現在の出張所の数については、「今のままでよい」が約 72％と最も高く、

次に、「減らした方がよい」が約 16％と続きます。 

 

  男性 女性 合計 

減らした方がよい 19 20 39 16.0% 

今のままでよい 84 92 176 72.4% 

もっと増やした方がよい 10 12 22 9.1% 

無回答 3 3 6 2.5% 

現在の出張所の数（17ヶ所）についてどう思いますか

16.0%

72.4%

9.1% 2.5%
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年間利用可能 年間総利用

件数 件数

1 308 3,696 1,945 52.6%

2 308 3,696 2,133 57.7%

3 308 2,772 1,314 47.4%

4 308 2,772 815 29.4%

5 308 2,772 302 10.9%

6 308 2,772 1,325 47.8%

7 308 2,772 1,402 50.6%

8 308 2,772 1,813 65.4%

9 308 2,772 1,276 46.0%

10 308 2,772 1,188 42.9%

3,080 29,568 13,513 45.7%

　

利用率は年間利用可能件数に対する年間総利用件数の割合

利用可能件数の算出方法

年間開館日数 利　用　率

区 民 館 別 利 用 率 （ 平 成 16 年 4 月 ～ 平 成 17 年 3 月 ）

東 大 泉

区　民　館　名

桜 台

早 宮

春 日 町

大 泉 北

合　　　　　計

土 支 田

旭 町

田 柄

上 石 神 井

・春日町以下 〔３部屋〕　×　〔１日３回〕　×　〔年間開館日数〕

・桜台　・早宮 〔４部屋〕　×　〔１日３回〕　×　〔年間開館日数〕

南 大 泉
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「実施計画（案）」区民意見募集結果 

                                                 

区では、「出張所のサービス向上と事務の効率化実施計画（案）」について、10 月 21 日（金）

から 11 月 19 日（土）までの間、パブリックコメント（区民意見反映制度）に基づいて、

区民の皆さまからご意見を募集いたしました。 

また、4 回実施した「区民と区長の集い」のほか練馬区町会連合会、青少年育成地区委員

会会長会および上石神井区民館、関区民センターにおける個別説明会でもご意見をいただ

きました。 

このたび、お寄せいただきましたご意見・ご要望の要旨と、それに対する区の考え方を

まとめましたので、お知らせいたします。 

 

  

１ パブリックコメントによるご意見・ご要望 

（１）ご意見・ご要望の内容別件数 

   区民の皆さまからお寄せいただいた、ご意見・ご要望の内容別の件数は下表のとお

りです。 

 

       ご意見・ご要望 件 数 

 １ 区民意見の反映について  ２件 

 ２ 出張所の効率化について  １件 

 ３ 基幹出張所の配置と取扱事務について １４件 

 ４ 自動交付機について  ２件 

 ５ 財政への影響について  ３件 

 ６ 機械化によるセキュリティについて  １件 

 ７ 区民館について  ２件 

 ８ その他  ３件 

 ９ 青少年育成地区委員会について   ０件 

           計 ２８件 
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（２）ご意見・ご要望の提出別の人数・件数 

  区民の皆さまからお寄せいただいたご意見・ご要望の提出方法別の人数と件数は、下

表のとおりです。 

 

  提出方法   人 数 ご意見・ご要望の件数 

  郵  送    ３人     ３件 

  ファクス    ０人     ０件 

  電子メール    ３人     ８件 

  電  話    ３人     ５件 

  その他    ９人    １２件 

    計   １８人    ２８件 

   ※「その他」は説明会場で直接ご意見として文書でお受けしたもの 

 

 

 

２ 「区民と区長の集い」、その他の説明会でのご意見・ご要望 

（１）ご意見・ご要望の内容別件数 

   区民の皆さまからお寄せいただいた、ご意見・ご要望の内容別の件数は下表のとお

りです。 

     ご意見・ご要望  件 数 

 １ 新宿線沿線に基幹出張所を配置してほしい １２件 

 ２ 出張所の今後について   １件 

 ３ 取次ぎ業務について   ２件 

 ４ 財政への影響について   ９件 

 ５ 効率化と区民の利便性について   ８件 

 ６ 機械化によるセキュリティについて   ２件 

 ７ 区民館（地域集会所）について   １件 

 ８ 青少年育成地区委員会について   ２件 

 ９ その他   ５件 

        計 ４２件 
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 ※「区民と区長の集い」 

・平成 17 年 11 月 11 日（金） 午後２時～４時  関区民センター 

 ・平成 17 年 11 月 13 日（日） 午後２時～４時  勤労福祉会館 

 ・平成 17 年 11 月 15 日（火） 午後６時～８時  区役所（多目的会議室） 

 ・平成 17 年 11 月 17 日（木） 午後６時～８時  光が丘区民センター 

 

 ※個別説明会 

・平成 17 年 11 月 7 日（月）  午後 2 時 30 分～4 時 30 分 区役所多目的会議室 

練馬区町会連合会（区長との懇談会） 

・平成 17 年 11 月 14 日（月）  午後２時～４時      区役所交流会場 

青少年育成地区委員会会長会 

・平成 17 年 11 月 25 日（金）  午後７時～８時      関区民センター 

 ・平成 17 年 12 月 3 日（土）  午後 6 時 30 分～8 時 30 分  上石神井区民館 

・平成 17 年 12 月 4 日（日）  午後６時～８時        関区民センター 

 

 

３ ご意見・ご要望の要旨とそれに対する区の考え方 

  ご意見・ご要望の要旨とそれに対する区の考え方については、次ページ（Ｐ.27）以降

のとおりです。 

  なお、記載の方法は、１「パブリックコメント」によるご意見と、２「区民と区長の

集い」、「練馬区町会連合会・青少年育成地区委員会」および「上石神井区民館・関区民

センターで開催した説明会」で頂いたご意見の２つに分けて掲載しています。 
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「出張所のサービス向上と事務の効率化実施計画（案）」に対する区民の皆さま

からのご意見・ご要望の要旨とそれに対する区の考え方 

（区民意見反映制度分） 
      意見・要望の要旨        区の考え方 
1 区民意見の反映について 
（１）住民の声を全く聞いていない。 
（２）住民の意思を無視したやり方である。 

 区では、この「実施計画（案）」の原案で

ある「基本方針（案）」について、区民意見

反映制度により平成 17 年 8 月 11 日から 8
月 31 日までの間、区民の皆さまからのご意

見を募集し、今回の「実施計画（案）」につ

いては、平成 17 年 10 月 21 日から 11 月 19
日までの間、同様にご意見を頂戴しておりま

す。また、今回は、区民の皆さまにご意見を

伺い、ご説明をする機会として、「区民と区

長の集い」を開催するなどしています。 
 この「実施計画（案）」は、区民の皆さま

や議会のご意見を伺いながら、諸々の状況を

総合的に勘案し、「実施計画」として決定す

る予定です。 
２ 出張所の効率化について 
（１）財政上の問題から、出張所の効率化を

図らざるを得ないこと自体は十分理解でき

ます。 

 区の実施計画（案）にご理解をいただきあ

りがとうございます。今後とも出張所のサー

ビス向上と事務の効率化に鋭意取り組んで 
まいります。 

３ 基幹出張所の配置と取扱事務について 

（１）出張所見直しの基本的内容として、「届

出事務の取扱窓口を４つに集約」とあります

が、それらの窓口は西武池袋線にかたまって

います。西武新宿線沿線やそれ以南の区民の

足の利便性を考慮に入れるべきではないで

しょうか。４つに集約すれば事務の効率化は

図れるでしょうが、それはあくまで出張所、 
つまり、区行政側の利便性向上であって、う

たい文句にある住民へのサービスは、お留守

になる。つまり、区側の効率向上と引き換え

＜出張所の見直しを行う理由＞ 

 区では、平成１５年１２月に区民の皆さま

と協働して新しい地域経営を進めていく際

の指針とするため、「新行政改革プラン」を

策定しました。これを受けて、今回の「出張

所のサービス向上と事務の効率化実施計画

（案）」をお示ししているところです。この

中でもお示ししましたが、現在出張所の見直

しが必要とされている理由は、①時代の変化

に対応したサービスの提供、②利用状況の変
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に住民サービスの低下につながることを意

味しているのではないでしょうか。今までど

おりでなぜいけないのかの理由も釈然とし

ません。 
 西武新宿線沿線とそれ以南の住民にも足

の不自由な人、足腰の弱い老人が沢山いるの

ですから、もっといたわりの精神で行政の見 
直しを図るべきではないでしょうか。 
（２）出張所の機能を見直すことは、財政が

ひっぱくしている折、仕方がないと思う。 
 見直す視点として、実質上の管轄区域が無

くなっているので、全区民の利便を考慮しな

がら基幹出張所の配置を考えてほしい。 
 池袋線に３ヶ所、新宿線にないのはいかが

ですか？ サービス向上と言われているの

にこれでいいのでしょうか。高齢者の方々の

ことも含めて、地域のバランスを良く、交通

の便を考えてください。 
（３）出張所のサービス向上と事務の効率化

実施計画を読む限りでは、関出張所は基幹出

張所ではなくなるため、今までのサービスが

低下してしまうとの危惧を感じる。練馬では

交通的に不便な場所であるので、新宿線の方

にも基幹出張所がないのは、その沿線に住ん

でいる区民にとっては不利益であると感じ

る。 
 
（４）本日の区報で出張所サービスに関する

見直しについての情報を拝見しました。 
 届出事務の集約や機能別再編については、

再考をお願いします。私は関町南に住んでい

るものですが、区の様々な行政サービスや文

化施設が練馬や石神井周辺に集中しており、

手軽に利用できないという不満を抱えてお

りました。広大な練馬区ゆえの宿命ともあき

らめておりましたが、今回の施策により、関

化に対応した事務運営、③区の厳しい財政状

況の下、より効率的な運営などが求められて

いることによるものです。 
 したがって、区は現在の出張所をこのまま

の状態で運営していくことは、適切でないと

考えています。 
 今回の出張所の見直しは、効率的な行政を

進める一方で、区民サービスの向上も図ろう

とするものです。具体的には、事務の効率化

により出張所職員の人員削減を行い、削減で

生まれた予算を活用して区民サービスの向

上も図るものです。 
＜届出事務を集約化する理由とその影響＞ 

①転入・転居・転出届、②世帯変更届、③

印鑑登録、④国民健康保険（加入・脱退）に

関する手続き、⑤国民年金（加入）に関する

手続き、⑥転入学に関する手続き の届出事

務は、区民一人一人で見ると極めて利用頻度

が低いことから、４つの基幹出張所に集約す

ることにより、事務処理の効率化を図ること

を目指し、取り組むものです。特に転入届は、

現在、練馬区にお住まいの区民の皆さまは、

お届けは不要です。届出以外の８割以上の事

務は、一般出張所になっても今までどおりに

利用ができます。印鑑証明については、成人

区民の７割以上の方が既に登録を済ませて

いることなどを含めると、現在練馬区にお住

まいの方は、全体で９割以上の事務は今まで

どおり、全出張所で利用が可能です。したが

って、現在お住まいの区民の皆さまには、影

響の少ない見直しを行ったものです。 
＜見直しによるサービスの向上＞ 

届出事務を集中化し、事務の効率化を図る

ことにより、区民の方々からの要望の多い、

全出張所の自動交付機の導入による証明書

発行の取扱時間の延長や、基幹出張所におけ
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出張所は一般出張所となり、届出業務の対象

から外れるようです。この決定は、区辺境に

住むものにとっては到底納得いくものでは

ありません。というのは、基幹出張所となる

４ヶ所のうち３ヶ所はいずれも西武池袋線

に位置しており、電車を利用した距離は遠い

とは申せません。また、残りの光が丘も大江

戸線開業により練馬との交通距離は極めて

近くなっています。したがって、今回の提案

はなんら行政サービスの公平化や向上を意

図したものとは思えません。 
 文化施設などのサービス享受はあきらめ 
るにせよ、一つ一つの施策の中に辺境にいる

者への配慮が感じられないことに憤りと寂

しさを禁じえないのです。これまで唯一の区

施設として利用していた関出張所は、西武新

宿線沿線住民や西部地域にとってはありが

たい施設でした。 
 今回の決定どおり、申請業務の集約や、土

曜日も基幹出張所に集約されるとあっては、

簡単な届出であってもバスと電車を乗り継

がねばならず、１日仕事になることになりま

す。なぜ、サービスの著しい不均等という状

況には配慮せず、格差を広げることに無頓着

なのか理解できません。地方行政にとって行

政サービスの公平化は最低限の条件である

はずだし、地域格差が住民税に反映されてい

るわけでもないと思います。少なくも行政サ

ービス拠点は、交通距離を含めた地域的分散

化を是非図ってほしいと訴えるものです。 
（５）どのような理由で利用者の多い関出張

所が基幹出張所でないのか。その理由を明確

に説明してほしい。この地域にとっては、行 
政サービスの低下以外の何ものでもない。 
（６）この出張所（関）が基幹出張所からは

ずれるのはなぜか。 

る平日の窓口時間の延長や月１回の土曜日

の開庁を行い、これまで出来なかった時間で

もサービスがお受けできるようにいたしま

す。 
さらに、テレビ電話の導入や取り次ぎ事務

の拡大も推進していきます。 
＜拠点（基幹出張所）を４ヶ所とした理由＞

事務の集中化により効率化を図り、一方

で、出張所のサービス向上を推進するために

は、今回お示ししたように、４つの基幹出張

所に届出事務を集約していくことが必要で

あり、現在の出張所の体制を維持したまま行

政改革を推進していくことは困難と考えて

います。 
なお、基幹出張所を４ヶ所としましたが、

基幹出張所をさらに増やした場合には、職員

の削減効果が減り、サービスの向上を図りつ

つ、事務の効率化を推進し、行政改革を進め

ることは困難となります。 
＜４拠点（基幹出張所）の選定理由＞ 

基幹出張所の配置は、①福祉的な行政サー

ビス届出窓口との関係、②現行の事務取扱件

数、③窓口機能再編後の取扱見込み件数など

に配慮するとともに、行政効果についても十

分に発揮されることを総合的に検討した結

果、区民第一係（区役所本庁舎内）、区民第

二係（石神井庁舎内）、光が丘出張所、大泉

東出張所の４つの基幹出張所としたもので

す。 
 練馬地区と石泉地区の届出件数比は、64
対 36、面積比は 47 対 53 です。このような

現状から区では、基幹出張所を４つとした場

合、練馬地区に２基幹出張所、石泉地区に２

基幹出張所を配置することが妥当と考えま

す。練馬地区は取扱件数等から、練馬区役所

と光が丘出張所が適当と考えます。石泉地区
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（７）（基幹出張所を）４ヶ所にする選定方

法（理由）が福祉事務所の管轄されていると

ころらしいが、何の関連性があるか知りた

い。 
（８）「実施計画（案）」によれば、転入届等

について、４ヶ所に集中するとのことです

が、その点について疑問を感じざるを得ませ

ん。つまり、田柄、北町等の住民は光が丘ま

たは区本庁舎へ行かなければならないこと

になります。 
 しかし、交通の便は最悪であることから、

この実施計画（案）は、田柄、北町等の住民

に負担を強いることになると考えられます。

練馬区の区政運営上、本庁舎、石神井庁舎が

優先されているように思われます。しかし、

交通の便を考慮すれば、石神井庁舎の事務は

本庁舎に吸収して、東武東上線・地下鉄有楽

町線に近い出張所に当該事務（転入届等）に

関する機能を残すべきであると考えます。

「田柄・北町地区から区本庁舎まで行くに

は、一日仕事である」という事実は実務担当

であれば十分認識していて然るべきである

と思いますが、そのような認識が区職員の皆

様にないとすれば、非常に残念なことだと思

います。ぜひ、バランスのとれた（交通の便

を考えた）集約を再考して頂きたくお願い致

します。（何も今回に限ったことではなく、

いつも、事務取扱庁舎に関しては、バランス

の偏りを感じております。） 
（９）出張所でできなくなる仕事（事務）が

あることは反対だ。ここ（関町）だと大泉東

出張所が一番近いと思うが、そこまでどうや

って行けというのか。不便になる。今まで出

来なかった仕事（事務）ができるようになる

というなら、サービス向上もわかる。それな

ら区民も喜ぶだろう。サービスの低下は反対 

の基幹出張所のひとつは、その機能から総合

的に判断すると石神井庁舎になります。 
 次に、現行の届出件数から見ますと関出張

所と上石神井出張所の合計は、大泉地区の合

計とほぼ拮抗しています。そこで、例えば、

２つ目の基幹出張所を関出張所あるいは上

石神井出張所とした場合、石神井庁舎には、

石神井地区に加え大泉地区の事務が集中し、

機能を維持することが困難となることが予

想されます。これは、関出張所あるいは、上

石神井出張所には、距離的に見て大泉地区の

方々が来所されることが考えにくいためで

す。そこで、大泉地区、上石神井・関町地区

の中間地点に位置する大泉東出張所を基幹

出張所にすることが妥当と考えました。 
＜福祉事務所との関連性について＞ 

 「福祉的な行政サービス届出窓口との関

係」を基幹出張所の選定する際のひとつの要

因とした理由は、練馬区へ転入、練馬区内の

転居、練馬区外への転出をされる際、必要と

なる総合福祉事務所が行っている福祉サー

ビスの利用手続が、概ね５０種類程度あるた

めです。これらの手続は出張所では手続がで

きない（専門的な知識が必要）ため、これら

の手続が必要となる方々が、総合福祉事務所

が併設もしくは近接でない出張所で転入等

の手続をされた場合、別途、総合福祉事務所

に出向かれている実態があります。こうした

状況を踏まえ、総合福祉事務所との関係を考

慮したものです。 
＜出張所の取扱事務の拡大が困難な理由＞ 

 この「実施計画（案）」は、効率的で質の

高い行政をめざす「新行政改革プラン」に基

づくものであり、出張所のサービスを向上さ

せるとともに、事務を効率化し職員削減を行

うことも必要です。本庁舎や石神井庁舎で行
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である。大泉東出張所までいけない人はどう

すればよいのか？ 
（10）（一般出張所での）転入・出などの手

続きを切り離すことは、反対します。 

（11）上石神井出張所の業務扱いの移行によ

り、住民は非常に不便になる。 

（12）高齢者にとっては、本庁でしかできな

い仕事（事務）も身近な出張所で取扱ってほ

しい。そのために職員数が足りないならば増

員すれば良い。 

（13）現在、区役所本庁舎、石神井庁舎等ま

で行くのに私達はタクシーを利用していま

す。私ども高齢者のことも少しは考えて下さ

い。 
 現在のように、本庁舎、石神井庁舎等まで

行かなくても、現在の出張所で何でもできる

ようにするのが、住民に対するサービスで

す。それを事業縮小なんて、考えが反対です。 
（14）出張所の業務を拡大してほしい。書類

を取り揃えるのに本庁へ行けない。その対応

策を講じてもらいたい。 

っている事務を新たに出張所で行うことは、

事務スペースの拡張や職員数を増員するこ

とが必要となるため、多大な経費が必要とな

ることから、実施することは困難です。 
 なお、出張所のサービス向上については、

区民の方々からの要望が多い、全出張所の自

動交付機の導入による証明書発行の取扱時

間の延長や、基幹出張所における平日の窓口

時間の延長や月 1 回の土曜日の開庁を実施

すると共に、テレビ電話の導入や取り次ぎ事

務の拡大に取り組んでいきます。 

４ 自動交付機について 
（１）区報を読みました。自動交付機の導入

などで便利になりそうで良いと思います。 
（２）本日の区報で出張所サービスに関する

見直しについての情報を拝見しました。 
 自動化（自動交付機）については大いに結

構と思います。 
 

 自動交付機については、平成 19 年 2 月を

目途に導入を検討してまいりましたが、多く

の区民の皆さまのご要望により、平成 18 年

10 月を目途に全出張所に導入することとし

ました。 
 また、必要な条件整備に努め、平成 19 年

4 月には全ての出張所で夜間・休日稼動を行

う予定です。 
 その後、自動交付機の利用状況を見なが

ら、他の区立施設や駅などの区民の皆さんが

立ち寄りやすい場所への配備なども、順次検

討、推進していきます。 
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５ 財政への影響について 
（１）この施策による財政への影響（概算で

可）をはっきりしてもらいたい。それなしに

単に便益のみを問うのでは施策の口実を集

めているとしか思われない。政策の主人公は

あくまで区民であることを念頭においても

らいたい。 
（２）出張所の統廃合（機能別再編）による

コストの削減についての具体的数値を示し

てほしい。 
（３）この計画を進めることが、お金の節約

になるのですか？ 

 今回の見直しにより、毎年生まれる財政効

果額につきましては、最終的な金額は今後さ

らに詳細な内容をつめていく中で決まって

まいりますが、概算の見込み額につきまして

は、｢実施計画｣でお示しします。 

６ 機械化によるセキュリティについて 
（１）機械化によるセキュリティの問題をは

っきりしてもらいたい。それなしに単に便益

のみを問うのでは施策の口実を集めている

としか思われない。政策の主人公はあくまで

区民であることを念頭においてもらいたい。 

 自動交付機の利用については、専用のカー

ドが必要です。カードの作成には、一定の手

続きが必要となります。このカードには、個

人情報は記録されておりませんので、スキミ

ング等による個人情報の流失はありません。 
 区では、自動交付機の導入にあたり、個人

情報の保護、管理に万全を尽くしてまいりま

す。 
７ 区民館について 
（１）地域施設をコミュニティづくりの場と

して一層活用することは大いに結構である。

名称ももっとわかりやすいものに統一して

ほしい。活用のルールもＮＰＯを含めてより

民主的なものにしてほしい。 

地域施設は、現在、施設の貸出が主の「区

民館」「地域集会所」、貸出し以外に敬老館事

業や児童館事業等を行っている「地区区民

館」の３つの施設があります。建設経緯や施

設の目的の違いから名称や活用のルールが

異なっております。 
 ご指摘いただきました、名称のわかりにく

さやルールについてですが、出張所の事務の

効率化に合わせ施設目的の類似する「区民

館」「地域集会所」について、名称の統一が

図れるよう、また、地域施設では統一した利

用方法で、より使いやすい施設となるよう、

検討を進めてまいります。 
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（２）「出張所のサービス向上と事務の効率

化実施計画（案）」によれば、区民館は今後、

「地域集会所」方式による管理・運営体制に

移行するとされていますが、異議を申し上げ

たいと思います。 
 集会所は、指定管理者制度ができる前であ

ったが、今後は集会所、区民館ともに責任あ

るＮＰＯ法人なり、管理業者を選定し、管理

運営にあたってもらいたい。 
 区民館・地区区民館は混同され易いので、

名称変更をお願いしたい。例えば、生涯学習

会館、社会教育会館なと。 

区では、地域のコミュニティ形成の場とし

て地域集会所を建設し、運営においては地域

の方々による運営委員会に担っていただい

ております。これは、地域集会所の設置が、

地域の方のサークル活動の場として利用し

ていただくほかに、施設の運営を通じて地域

のコミュニティ形成を図ることを目的とし

ているためです。 
 このことから、地域集会所を地域とは関係

のないNPOなどの団体へ委託することにつ

いては、現在考えておりません。 
 なお、この地域集会所の運営が、運営委員

会の会長をはじめ、役員の方や委員の方のご

負担になっていると認識しております。 
 今後、地域集会所の運営のあり方を検討し

ていくにあたり、運営委員会の方々のご負担

の軽減についても改善を図るようにしてい

きたいと考えております。 
 また、区民館と地域集会所は、区民の集会

利用を主な目的として設置された施設です

が、運営方法や利用方法が異なるなど、区民

の方が利用されるにあたり、わかりにくいも

のとなっています。そこで、今回の「実施計

画（案）」の中で、区民館と地域集会所の名

称、運営方法、利用方法などの統一が図れる

よう、また、より使いやすい施設となるよう、

そのあり方を検討するといたしました。 
 一方、地区区民館は、地域集会所や区民館

と異なり、児童館事業や敬老館事業も実施し

ており、その設置目的が異なりますので、現

行のまま運営を継続してまいります。 
 

８ その他 
（１）届出を合理化して出張所で代行するこ

とは考えられないのか。 
 その場合のコストの差は。 

 機能別再編後の出張所では、取次ぎ業務を

行うように検討しています。全ての業務を出

張所で行うことは、限られた事務スペースや
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職員数では困難ですが、届出書類の簡素化な

どを図り、少しでも多くの書類をお預かりで

きるよう、今後検討してまいります。 
 なお、具体的なコストは、詳細が決まりま

せんと算出できませんが、出張所の見直しで

生まれた行革効果の中で対応していくこと

となります。 
（２）出張所が西武池袋線だけにまとめられ

て、西武新宿線沿線になくなるというのは困

ります。ここ関出張所は絶対になくさないで

下さい。区民のためには、まとめたり、減ら

したりではなく、増やすことができなくて

も、充実した中身を望みます。どこがどう変

わり、良くなったのかわかりづらいです。 
（３）現在１７ヶ所ある出張所を４ヶ所にす

るのは、スリム化ではなく廃止か撤廃に等し

い。せめて半分から２／３にするくらいであ

ればスリム化っていえるのではないか。 

 この実施計画（案）では、出張所を廃止し

たり、統合したりすることを計画したもので

はありません。 
 したがって、関出張所はなくなりません

し、１７ヶ所の出張所を４ヶ所にするもので

はありません。 
 区では、出張所の見直しについては、区民

の皆さまの出張所利用の状況と出張所に対

するご要望（平成１６年度モニターアンケー

ト「練馬区の出張所について」）を踏まえ、

サービス向上を図りつつ、そのために必要な

事務の効率化も推進する視点から、施設数の

再編ではなく機能別の再編を基本にこの実

施計画（案）を策定したものです。 
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「出張所のサービス向上と事務の効率化実施計画（案）」に対する区民の皆さま

からのご意見・ご要望の要旨とそれに対する区の考え方 

（「区民と区長の集い」、その他説明会分） 
      意見・要望の要旨        区の考え方 
１ 西武新宿線沿線に基幹出張所を設置してほしい 
（１）「実施計画（案）」を見ると、上石・

関の届出件数は決して少なくないが、どう

して西武新宿線沿線に基幹出張所がない

のか。西武新宿線沿線にも基幹出張所を設

置してほしい。 
(他に同主旨の意見２件あり） 

（２）池袋線に４つの基幹出張所ができる

が、本庁に行くにはバスで行くことにな

る。ここ（関町）は、陸の孤島で、お年寄

りが多く、不便になる。上石と関は取扱件

数も多く、多くの人々が利用している。光

が丘や大泉東は大事なところだから、削れ

とは言わないが、関にひとつ基幹出張所を

作っていただけたらと思う。 
(他に同主旨の意見３件あり） 

 区では、すべての事業について見直しを

行っています。事務の効率化を図り、現在

5 時 15 分までしか取扱わない住民票等の

発行が自動交付機を導入することで、お勤

め帰りに証明書を取れるようにし、区民の

要望に応えてまいります。 
 届出以外の 8 割以上の事務は、一般出張

所になっても今までどおりに利用ができ

ます。印鑑証明については、成人区民の７

割以上の方が既に登録を済ませているこ

となどを含めると、現在練馬区にお住まい

の方は、全体で９割以上の事務は今までど

おり、全出張所で利用が可能です。 
 さらに、基幹出張所に集約する届出事務

は、区民一人一人で見ると極めて利用頻度

が低い状況です。 
 一方で、行政のスリム化を図ることによ

り、自動交付機を設置することで、時間外

の取扱、さらに基幹出張所では、平日の夜

間、月 1 回の土曜日にも届出ができるよう

にします。基幹出張所をさらに増やせば、

そこにより多くの職員を導入しなければ

ならず、出張所事務の効率化が削減され、

サービス向上を図ることは困難となりま

す。 
（３）関出張所は、大泉東出張所より取扱

件数が多いのにどうして大泉東出張所が

基幹出張所なのか。 
 
 

 13 万件の届出を処理するためには、4
ヶ所の基幹出張所が必要です。上石神井と

関出張所での合計届出件数は、大泉地区の

出張所のそれとほぼ拮抗していますが、大

泉東出張所が基幹出張所でないとすれば、
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大泉地区の方々が石神井庁舎に集中する

ため、石神井庁舎では対応ができなくなり

ます。 
また、住民異動届をする際、必要となる

ことが多い福祉的サービスの届出（約 50
の手続）との関係も踏まえ、総合福祉事務

所が至近にある大泉東を選択したもので

す。 
（４）新宿線にはなくて、池袋線に 3 ヶ所

ある。新宿線沿線を切り捨てるのか。 
(他に同主旨の意見 1件あり） 

今お住まいの区民の皆さまには、ほとん

ど影響が出ないよう努め、見直しを進める

ものです。特定の地域を切り捨てるもので

はありません。 

（５）効率化を考えれば、「実施計画(案)」
は理解出来るが、区は、西武新宿線沿線の

地域のことよりは、区全体のことを優先す

るのか。 

 関・上石神井地区には、地域体育館や図

書館を始め、この度も保健相談所が移転改

築されるなど、他地域と比べてもそん色の

ない公共施設等が整備されており、こうし

たことからも区がそうした考えを全く持

っていないことが、ご理解願えると思いま

す。 
（６）結論が出ていないので、本日は、こ

の問題は凍結できないか。 
 可能な限り、ご説明の機会を設けさせて

いただきます。 
２ 出張所の今後について 
（１）一般の出張所の取扱は、将来どうな

るのか。なくしてしまうのか。 
１７出張所をなくすことは考えていませ

ん。 
３ 取次ぎ業務について 
（１）どんなものが取次ぎ業務でできるの

か。届出も取次ぎしたらどうか。 
(他に同主旨の意見 1件あり） 

 事務上可能なものは、効率面も考慮しな

がら、取り組んでいきます。具体例として

は、例えば、乳幼児医療や三療サービスな

どを考えています。 
４ 財政への影響について 
（１）歳出削減はどの程度見込まれるの

か。この計画を実施することで、逆に経費

が増えてしまってはいけないので、シミュ

レーションはしているのか。 
（２）効率化という話は、民間では削減目

 主な歳出削減として、人員減による人件

費の減を見込んでおり、歳出増要因には自

動交付機経費や施設改修経費などがあり

ます。人員削減は改修経費などと異なり、

将来も続いていくとものとなります。 
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標を立てるのが普通だが、長期のビジョン

の中で明確にするのが一般的ではないか。 
 毎年生まれる財政効果額見込みにつき

ましては、この「実施計画（案）」の（案）

が取れるときにお示ししたいと考えてい

ます。 
（３）この計画によって、職員を何人くら

い減らせるのか。 
(他に同主旨の意見２件あり） 

 
大ナタを振るったほうが良いのではな

いか。 

現在、精査をしているところですが、先

行区の削減率なども参考に、可能な限り事

務の効率化を図ってまいります。 

（４）財政効果の目標値について教えてい

ただきたい。 
 人員削減などの事務の効率化の減と、自

動交付機の導入や事務の委託経費の増の

結果、1 億円の財政効果を見込んでいます。 
（５）今回の出張所の見直しで、1 億円の

歳出削減になるとのことですが、出張所以

外の本庁舎職員の人件費の削減はどうな

っているのか。 

 新行政改革プランは、区全体で聖域なく

行政改革を行っていくものです。 
 練馬区は現在5,400名の職員がおります

が、練馬区と人口が類似している区に比較

すると、まだまだ職員が多い状況にありま

す。練馬区では新行政改革プランに基づ

き、5 年間で約 350 人の職員を減らす計画

です。 
（６）届出を 4 つの基幹出張所に集約する

ことで、どうして事務の効率化が出来るの

か。 
 

 現在は、全出張所の職員が直接届出の入

力作業を行っていますが、届出事務が集約

されることにより、入力作業がまとまるた

め、委託の導入が可能となり、職員の削減

が図れます。 
（７）基幹出張所を 1 か所増やすと経費は

どれくらい増えるのか。 
 

 基幹出張所を 1 か所増やすと概算です

が、5 千万円程度の人件費が増になるもの

と見込んでいます。 
５ 効率化と区民の利便性ついて 

（１）南大泉・西大泉のはずれた地域が、

自動交付機を設置するなどの効率化によ

って、不便にならないようにしてほしい。 

ご指摘のとおり、高齢化を向かえ身近な

ところで証明が取れるようにすることは、

大切なことで、職員がいない時間外でも証

明書が取れるように自動交付機を設置す

るものです。17 出張所はそのまま残し、

自動交付機を設置することで、さらに便利
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にしていこうとするものです。 
（２）意見として申し上げますが、サービ

スという言葉が示されているのに、最前線

で働く職員を減らすのはいかがなものか。

銀行の ATM の前で、四苦八苦されている

高齢者がいる。自動交付機ではどうなるの

か。 

 １７の出張所の窓口は、残しますので、

自動交付機をご利用にならない方には、今

までと同様に職員が窓口で、必要な証明書

等を発行します。 
 また、最前線（出張所）の職員のみを削

減するのではなく、区全体で聖域なく行政

改革を行っていくものです。 
（３）電算機の性能が向上したのだから、

さらに事務の効率化を図れば、届出事務を

４基幹出張所に集約する必要がないので

はないか。 
 
 

 「実施計画(案)」は、電算機の性能を最

大限活用し、区民生活への影響を極力及ぼ

さないように努め、サービスの拡充と事務

の効率化を図ったものです。現在の出張所

体制のままで、サービスを拡充と事務の効

率化を図ることは困難です。 
（４）基幹出張所での平日の時間延長はど

れくらいを考えているのか。また、休日開

庁は、もっと多く開設できないのか。 

 延長する時間は、利用者数の見込みや効

率性も考慮しつつ検討中です。休日の開庁

は、当面は月 1 回の実施を考えています。 
（５）関出張所を基幹出張所とするとどれ

だけの経費がかかるのか。また、自動交付

機の導入により、手が空いた分で、届出事

務を行えば良いのではないか。 
 

 基幹出張所とするには、職員を増員する

ことが必要となり、人件費だけでも概算で

５千万円程度の増になるものと見込んで

います。 
 また、自動交付機の導入による人員削減

には、一定の時間を要します。これは、自

動交付機の一定程度の普及が人員削減に

必要である一方、自動交付機利用に必要な

カード関連の事務量が増加するためです。 
 一方、届出事務を集中化することで、入

力作業を委託化することが可能となり、事

務の効率化と人員削減が図られます。 
 多くの区では、出張所を廃止すること

で、人員削減を行っていますが、練馬区で

は、出張所の数を減らさず、人員削減を行

います。 
（６）届出事務を集約しないで、現在の出

張所の職員数を少しずつ減らせば良いの

ではないか。 

出張所毎の職員数の適正化は、今までも

既に行っています。また、ご意見のように

各出張所から職員を少しずつ削減しても、
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 一方で、新しいサービスに対応していく必

要もあり、大きな行革効果は望めないと考

えています。今お住まいの区民の皆さまに

は、ほとんど影響がでないように努めつ

つ、サービスの向上と事務の効率化を図っ

たのが、この「実施計画(案)」です。 
（７）届出事務の頻度が少ないと言うなら

ば、集約化しなくても良いのではないか。 
 また、届出が多い時期には、委託を増や

してはどうか。 
 

 「頻度が少ない」というのは、区民の皆

さまお一人お一人から見た場合のもので

す。各出張所が扱っている届出事務の事務

量自体は、少ないものではありません。 
 また、特に届出が多いのは 3 月、4 月で

すが、こうした短期間の委託は、事務の性

質上難しい状況にあります。 
（８）区民が不便になる行政改革はやって

はいけないのではないか。 
 

 出張所について、状況の変化を踏まえ、

どういうところを削り、どういうサービス

の向上を図るか、どうバランスを取って行

くのかが喫緊の課題です。 
 今お住まいの区民の皆さまには、ほとん

ど影響のでないように努めつつ、サービス

の向上と事務の効率化を図ったのが、この

「実施計画（案）」です。 
6 機械化によるセキュリティについて 
（１）自動交付機はプライバシーがたもて

るのか。 
(他に同主旨の意見 1 件あり） 

 自動交付機を利用するにはカードが必

要です。そのカードには個人情報は記録さ

れていません。区では、個人情報を守るた

め、万全を尽くしてまいります。 
７ 区民館（地域集会所）について 
（１）区民館が地域集会所になるようだ

が、現在の地域集会所を地域住民が引き受

けたときは、指定管理者制度がない時代で

あった。私ども運営委員会は、地元の人た

ちで行っていて、従事者の給料まで計算し

なければならない。とても大変である。本

来は区がやらなければならないものを私

どもがなぜやらなければならないのか。 

全てのことを行政が行っていくことは

困難であり、地域の皆さまができること

は、なるべく地域の皆さまにお願いしたい

と考えています。特に地域集会所は地域の

コミュニティのための施設であり、館の運

営をとおしてコミュニティの醸成の推進

が図られるものと考えております。 
今後は、地域の皆さんのご意見を伺いな

がら、この計画を実施する際には、可能な
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限り改善を図ってまいりたいと考えてい

ます。 
８ 青少年育成地区委員会について 
（１）この実施計画（案）には、適正な人

材を配置するとなっているが？ 
 人員配置について、具体的には所長に代

わる人材ということになりますが、現状で

は正規職員の配置は難しいと考えていま

す。 
 今後、人員配置のあり方については、各

青少年育成地区委員会会長をはじめ、委員

の方々とも話し合っていきたいと考えて

います。 
（２）この実施計画（案）では、今後、青

少年育成委員会は、青少年課の対応となる

が、事務室は出張所になるのか、学校の空

き教室になるのか。 

 青少年育成地区委員会の活動場所およ

び事務スペースは、出張所の見直し後も現

行どおり、出張所施設等を活用します。 

９ その他 
（１）基幹出張所に集約する届出事務のう

ち、「国民年金に関する手続き」とは、具

体的に何を指しているのか。 

 現在、出張所で行っている「国民年金に

関する手続き」は、加入に関する事務です。

「実施計画」には明記させていただきま

す。 
（２）この「実施計画(案)」は、区民の意

見を聞いて作ったと聞いたが、どのような

形か。また、説明だけではなく、区民の意

思を取り入れるつもりはあるのか。 
(他に同主旨の意見 1件あり） 

 「基本方針(案)」の段階で、区民意見反

映制度により区民の皆さまのご意見を伺

い、それにより、より具体的な内容にした

ものが、この「実施計画(案)」です。 
 「実施計画」は、区民の皆さまからいた

だいたご意見を踏まえ、区の考え方と合わ

せて総合的に決定していきます。 
 なお、いただいたご意見に対する区の考

え方は、文書で整理し、「実施計画」とと

もに公表いたします。 
（３）入力作業（届出）の委託を行うこと

により、個人情報の問題はないのか。 
個人情報の保護については、万全を尽く

して参ります。 

（４）本日の説明会に出席している人数は

少ない。きちんと筋は通しているとは言

え、少数の意見だけで決めるのはいかがな

本日の説明会の周知方法は、地域内の全

ての公設掲示板へのポスターへの掲示で

行いました。周知のより効果的な方法につ
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ものか。 
 

いては、今後の課題とさせていただきま

す。 
ただし、区は、行政として計画をまとめ

る責任があり、一定の手続ののち、計画化

していきます。 
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